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1.1.1.1. はじめにはじめにはじめにはじめに    

    

ブロードバンドアクセス環境と DVD などの大

容量蓄積媒体の普及により，デジタルコンテン

ツが盛んに流通するようになる．その際にひと

つの映像コンテンツを用途にあわせてトランス

コーディングしたいというニーズが高まってき

ている．映像トランスコーディングを高速に実

現するには専用 LSI を開発する方法と複数のパ

ソコン（以下 PC とする）を用いて分散処理をす

る方法が考えられる．       

専用 LSI は高性能を実現する最も確実な方法

であるが膨大な開発費と長い開発期間を要する．

他方，分散処理は短期間に低コストで開発でき

る． 

本研究では，実時間分散トランスコーディン

グを性能の異なる複数の PC で構成されるグリッ

ドコンピューティングにて実現することを試み，

設計方法論を明確にする． 

 

2.2.2.2. 分散分散分散分散トランスコーディングシステムトランスコーディングシステムトランスコーディングシステムトランスコーディングシステム    

    

映像分散トランスコーディングシステムは図

１で示すように，LAN で接続されたホスト PC お

よび複数のクライアント PC で構成される． 
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このシステムでは，まず，利用できるクライ

アント PC の数に応じて，入力ビデオファイルを

時間軸で分割し，再生時間の短いビデオファイ

ル（以降これをビデオセグメントと呼ぶ）をつ

くり各クライアント PC に転送する．次に，各ク

ライアント PC が受け取ったビデオセグメントを

目的の符号化方式へトランスコードを行い，ホ

スト PC に送り返す．最後に，収集されたビデオ

セグメントをホスト PC が結合処理を行い出力ス

トリームを生成する． 

    

2.1.2.1.2.1.2.1. ジョブジョブジョブジョブのののの割割割割りりりり振振振振りりりりアルゴリズムアルゴリズムアルゴリズムアルゴリズム    
    

グリッドコンピューティングは，性能の異な

る PC で構成されるため，各 PC の性能に合わせ

てジョブを割り振る必要がある．本研究ではあ

らかじめ短い映像のトランスコードを各クライ

アント PC に行わせ，単位時間（1 分）あたりに

何フレームトランスコーディングができたかを

数値化しておくことで性能把握をし，ジョブの

割り振りを行う際の計算に用いた． 

n 台目のクライアント PC が処理するフレーム

数 )(nF は式（2.1）によって求められる． 
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)(nC ： 数値化した 

各クライアント PC の性能[フレーム/分] 

N  ：利用するクライアント PC の台数[台] 

F  ：入力ビデオの総フレーム数[フレーム] 

    

2.2.2.2.2.2.2.2. 結合部品質劣化結合部品質劣化結合部品質劣化結合部品質劣化のののの抑制抑制抑制抑制    
    

分散トランスコーディングシステムでは，各

ビデオセグメントはクライアント PC で独立にト

ランスコードされる．しかし，MPEG などの動画

像符号化は前後のフレーム情報を元に，引き続

く画像のレート制御を実行している．したがっ

て単純に時間軸で映像を分割して分割点前の符

号制御情報を使わずに独立して符号化すると，

結合した際に結合部で品質劣化を生じる． 
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そこで，高速性を損なわずに映像の結合部の

品質を劣化させないようにするため，ビデオセ

グメントを一定区間重複させトランスコードす

ることとした． 

この方式の具体的な処理フローを図 2 に示す．

この図では入力ビデオファイルを 3 つのビデオ

セグメントに分割し，3 台の PC でトランスコー

ドする例を示す．図 2（a）に示すようにビデオ

セグメントの終端区間とその次の先頭区間が重

複するように分割し，各クライアント PC に転送

する，次に図 2（b）に示すように，各クライア

ント PC でトランスコーディングを行う．最後に，

図 2（c）に示すようにビデオセグメントの結合

処理を行い，出力ストリームを作成する． 
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3.3.3.3. 評価実験評価実験評価実験評価実験    

    

 提案した方式の有効性を評価するために 1 台

の PC でトランスコードを行った場合（以降オリ

ジナルと呼ぶ）と本システムを使用し複数の PC

を利用してトランスコードを行った場合の処理

時間を比較する．Motion-JPEG2000 ソースビデオ

には 720×480 ピクセル，ビットレート 8Mbps，

ビデオの長さは 20 秒（600 フレーム）を用い，

MPEG-2 へのトランスコードパラメータは，MPEG

の典型的な出力として N=15，M＝3，ビットレー

ト 5Mbps とした． 

 結果を図 3 に示す．このグラフから 10 台で処

理を行った場合，1 台で処理した場合に対して約

1/6 の時間で処理を実行できたことがわかる．し

かし 10 台以上 PC の数を増やしても処理時間短

縮効果が少ない．これは映像の分割，ビデオセ

グメントの転送および符号化されたビデオセグ

メントの結合処理に要する時間が固定的に必要

であるので PC の台数を増やす効果が少ないと考

えられる． 
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 さらに，分散処理による映像品質への影響を

評価するために，結合部付近の PSNR を図 4 に示

す，このグラフから一定区間（2GOP）重複トラ

ンスコードをすることによって，PSNR の時間推

移の変化がオリジナルとほぼ同じになっている

ことが分かる．  
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4.4.4.4. おわりにおわりにおわりにおわりに    
    

我々は，グリッド環境において，分散処理に

よる映像品質劣化を回避しつつ，高速変換が可

能な分散トランスコーディングシステムの設計

方法論を明確にした． 

 今後は他の映像符号化方式への対応，さらに

実験結果から処理時間の見積もり式の確立を進

める予定である． 
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